
10

20

JP 7307641 B2 2023.7.12

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7307641号

(P7307641)
(24)登録日　令和5年7月4日(2023.7.4)(45)発行日　令和5年7月12日(2023.7.12)

(54)【発明の名称】　流体チャネルを備えたＨＦ手術準備器具

(51)国際特許分類
　   Ａ６１Ｂ 18/14 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ６１Ｂ 18/14 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2019-173750(P2019-173750)
(22)出願日　 令和1年9月25日(2019.9.25)
(65)公開番号　 特開2020-62389(P2020-62389A)
(43)公開日　 令和2年4月23日(2020.4.23)

審査請求日　 令和4年3月30日(2022.3.30)
(31)優先権主張番号　18196945.2          
(32)優先日　 平成30年9月26日(2018.9.26)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

欧州特許庁(EP)

(73)特許権者　 592245823
エルベ  エレクトロメディジン  ゲーエム 
ベーハー
Ｅｒｂｅ  Ｅｌｅｋｔｒｏｍｅｄｉｚｉｎ  
ＧｍｂＨ
ドイツ国  ７２０７２  テュービンゲン  
ワルドホルンレストラーセ  １７

(74)代理人　 100109210
弁理士　新居  広守

(72)発明者　 クラウス・フィッシャー
ドイツ連邦共和国、７２２０２  ナゴル 
ト、インメンガッセ  １

(72)発明者　 アレクサンダー・ネアゴス
ドイツ連邦共和国、７２７７０  ロイト 
リンゲン、エルンスト－フェルガー－ヴ 

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 組 織 上 に 作 用 す る た め の Ｈ Ｆ 手 術 準 備 器 具 （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 前 記 器 具 （ １ ０ ） は 、 絶 縁 体 （ １ ６ ） に よ っ て 部 分 的 に 電 気 的 に 絶 縁 さ れ た 電 極 （ １ ３  
） を 備 え 、
　 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） は 、 流 体 、 ガ ス ま た は エ ア ロ ゾ ル を 分 配 す る た め に 前 記 絶 縁 体 （ １ ６  
） 内 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） は 、 流 体 、 ガ ス お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル 源 に 接 続 さ れ 得 、
  前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） は 、 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） に よ っ て 円 周 方 向 に 境 界 が 定 め ら れ た ノ  
ズ ル セ ク シ ョ ン （ ３ ９ ） を 有 し 、
  前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） の 出 口 （ ３ ７ ） は 、 前 記 電 極 （ １ ３ ） の 遠 位 端 （ ３ ８ ） お よ び ／  
ま た は 前 記 器 具 （ １ ０ ） の 遠 位 端 （ ３ ８ ） か ら 近 位 に 後 退 し 、
  前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） に 流 体 、 ガ ス お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル が 供 給 さ れ た 場 合 に 、 前  
記 出 口 （ ３ ７ ） か ら 流 出 す る コ ー ン の 形 態 の 流 体 、 ガ ス お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル が 、 前  
記 出 口 （ ３ ７ ） と 前 記 遠 位 端 （ ３ ８ ） と の 間 の 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） ま た は 前 記 電 極 （ １ ３  
） に 接 触 し な い よ う に 、 前 記 ノ ズ ル セ ク シ ョ ン （ ３ ９ ） は 、 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） ま た は 前  
記 電 極 （ １ ３ ） に 対 し て 傾 斜 し て い る 、
　 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） は 、 前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） の 境 界 を 円 周 方 向 に 定 め る 、

請求項の数　13　外国語出願　（全19頁）



10

20

30

40

50

JP 7307641 B2 2023.7.12(2)

　 請 求 項 １ に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 器 具 （ １ ０ ） の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン （ ２ １ ） は 、 前 記 器 具 （ １ ０ ） の 前 記 遠 位 端 セ ク  
シ ョ ン （ ２ １ ） の 形 態 を 治 療 タ ス ク に 適 合 さ せ る た め に 曲 げ 可 能 で あ る 、
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） の 前 記 出 口 （ ３ ７ ） は 、 前 記 電 極 （ １ ３ ） の 前 記 遠 位 端 （ ３ ８ ）  
お よ び ／ ま た は 前 記 器 具 （ １ ０ ） の 前 記 遠 位 端 （ ３ ８ ） か ら 、 ２ ｍ ｍ か ら １ ０ ｍ ｍ 内 で 後  
退 す る 、
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 極 （ １ ３ ） は 、 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） か ら 遠 位 に 突 出 す る 、
　 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 電 極 （ １ ３ ） は 、 へ ら の 形 態 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
　 へ ら （ ４ ８ ） の 形 態 の 前 記 電 極 （ １ ３ ） は 、 ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン （ ４ ８ ） を 有 す る か  
、 ま た は 前 記 電 極 （ １ ３ ） が 切 欠 部 を 有 し 、 前 記 切 欠 部 内 に 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 （ ４ ８ ） が  
配 置 さ れ る 、
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） は 、 前 記 電 極 （ １ ３ ） を オ ー バ ー モ ー ル ド す る こ と に よ っ て 形 成 さ  
れ る 、
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 極 （ １ ３ ） は 、 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） を 前 記 電 極 （ １ ３ ） に 固 定 す る た め の 凹 部 （  
５ ２ ） を 有 す る 、
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 電 極 （ １ ３ ） は 、 電 極 シ ャ フ ト （ １ ４ ） 内 に 保 持 さ れ 、
　 こ の 場 合 、 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） は 、 前 記 電 極 シ ャ フ ト （ １ ４ ） の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン を 囲  
む 、
　 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） は 、 前 記 電 極 シ ャ フ ト （ １ ４ ） の 隣 に 、 ま た は 、 部 分 的 に 前 記 電  
極 シ ャ フ ト （ １ ４ ） と 同 心 円 状 に 延 び る 、
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） に よ っ て 覆 わ れ て い な い 前 記 電 極 （ １ ３ ） の 領 域 は 、 平 面 視 で 弓 状  
に 前 記 絶 縁 体 （ １ ６ ） を 囲 む 、
　 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 器 具 （ １ ０ ） と 、
　 流 体 源 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル 源 と 、 を 備 え 、
　 前 記 器 具 （ １ ０ ） の チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） が 、 前 記 チ ャ ネ ル （ ３ ５ ） に 供 給 す る た め の 前 記  
流 体 源 お よ び ／ ま た は 前 記 エ ア ロ ゾ ル 源 に 接 続 さ れ る 、
　 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｈ Ｆ 手 術 準 備 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉗 子 お よ び ク ラ ン プ を 使 用 し た 厳 密 な 機 械 的 準 備 に 加 え て 、 今 日 で は 、 ジ ア テ ル ミ ー 処  
置 （ 高 周 波 （ Ｈ Ｆ ） 外 科 処 置 ） が 、 選 択 の 手 段 で あ る 。 現 在 、 非 絶 縁 の へ ら 型 電 極 ま た は  
フ ッ ク 型 電 極 が 、 組 織 構 造 の 準 備 に 使 用 さ れ る 。 対 照 的 に 、 部 分 的 に 絶 縁 さ れ た 電 極 が 、  
特 に 、 温 存 さ れ る 構 造 ま た は 隣 接 す る 構 造 の 熱 損 傷 を 可 能 な 限 り 最 小 限 に 抑 え る べ き 場 合  
に 使 用 さ れ る 。 既 知 の 準 備 器 具 の 場 合 、 例 え ば 、 血 液 、 炭 化 し た 血 液 お よ び 組 織 の 滲 出 、  
な ら び に 「 流 れ る 」 組 織 に よ る 器 具 先 端 部 （ 有 効 領 域 ） 上 の 重 な り の 結 果 、 手 術 部 位 の 視  
野 が 制 限 さ れ る こ と に よ り 、 正 確 か つ 安 全 な 作 業 が 困 難 に な る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ６ ／ ０ １ １ １ ７ ０ ９ 号 明 細 書 は 、 フ ッ ク 型 電 極 を 備 え る 電 気  
外 科 器 具 を 開 示 し 、 こ こ で は 冷 却 流 体 は 、 リ ザ ー バ か ら 、 器 具 本 体 を 通 っ て 電 極 先 端 部 に  
搬 送 さ れ 、 電 極 内 の 開 口 部 を 通 り 抜 け 、 そ こ か ら 戻 り チ ャ ネ ル に 入 っ て リ ザ ー バ ま で 戻 る  
こ と が で き る 。 こ う し て 、 電 極 が 冷 却 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 国 際 公 開 第 ９ ５ ／ １ ９ ７ ３ ９ 号 は 、 自 由 端 を 有 す る 電 極 を 備 え た 電 気 外 科 器 具 を 開 示 し  
て お り 、 こ こ で は 電 極 は 、 端 部 手 前 ま で 電 気 絶 縁 材 料 の 被 膜 で 囲 ま れ て お り 、 端 部 に 隣 接  
す る 被 覆 の セ ク シ ョ ン 内 で は 、 開 口 部 が 被 覆 内 に 含 ま れ 、 こ の 開 口 部 は 、 Ｈ Ｆ 出 力 を 開 口  
部 を 通 っ て 組 織 に 印 加 す る た め に 、 電 極 か ら 被 覆 の 表 面 ま で 延 び る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 国 際 公 開 出 願 第 ２ ０ １ ６ ／ ０ ７ ３ １ ６ ４ 号 は 、 電 極 の 端 部 か ら 酸 素 を 変 位 さ せ る た め に  
電 極 の 端 部 の 開 口 部 か ら ガ ス が そ こ を 通 っ て 排 出 さ れ る チ ャ ネ ル を 囲 む 非 絶 縁 電 極 を 備 え  
た 電 気 外 科 器 具 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ウ ェ ブ サ イ ト ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／ ／ ｍ ｍ ｃ ｔ ｓ ． ｏ ｒ ｇ ／ ｔ ｕ ｔ ｏ ｒ ｉ ａ ｌ ／ ８ ３ ０ ＃ ａ ｄ ｄ  
ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ ｉ ｎ ｆ ｏ は 、 電 気 外 科 器 具 と Ｃ Ｏ ２ お よ び 生 理 食 塩 水 の 混 合 物 を 分 配 す る  
た め の 器 具 と を 組 み 合 わ せ た 器 具 を 開 示 し て お り 、 こ こ で は 、 電 気 外 科 器 具 お よ び 追 加 の  
器 具 は 、 ね じ に よ っ て 接 続 さ れ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 従 来 技 術 を 考 慮 し て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 改 良 さ れ た 器 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 目 的 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ｈ Ｆ 手 術 準 備 器 具 お よ び 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 装 置 に よ っ  
て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｈ Ｆ 手 術 準 備 器 具 （ 以 下 、 準 備 器 具 ま た は 器 具 と も い う ） は 、 組 織 に Ｈ Ｆ 出 力 を 印 加 す  
る た め の 電 極 を 備 え 、 電 極 の 表 面 セ ク シ ョ ン は 、 絶 縁 体 に よ っ て 外 側 方 向 に 電 気 的 お よ び  
熱 的 に 絶 縁 さ れ て い る 。 チ ャ ネ ル が 絶 縁 体 の 内 部 に 設 け ら れ 、 前 記 チ ャ ネ ル は 、 ガ ス 、 流  
体 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル な ど の 流 体 を 組 織 上 も し く は 組 織 内 ま た は 組 織 構 造 間 で 分 配  
す る よ う に 適 合 さ れ る 。 チ ャ ネ ル は 、 例 え ば ガ ス 源 、 流 体 源 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル 源  
な ど の 流 体 源 で あ る こ と が で き る か 、 ま た は 流 体 源 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 器 具 は 、 単 極 の Ｈ Ｆ 器 具 で あ る 。 器 具 に 供 給 す る Ｈ Ｆ 発 電 機 は 、 患 者 の 大  
部 分 と 電 気 的 に 接 触 し て い る 別 個 の 中 性 電 極 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｈ Ｆ 手 術 準 備 器 具 に よ り 、 ガ ス 、 流 体 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル を Ｈ Ｆ 出 力 の 作 用 領 域  
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内 ま た は そ の 隣 に 分 配 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 準 備 器 具 は 、 流 体 ア プ リ ケ ー タ を  
形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 特 許 出 願 の 意 味 の 範 囲 内 で 、 エ ア ロ ゾ ル は 、 ガ ス お よ び 液 体 の 混 合 物 、 特 に ガ ス 中  
に 懸 濁 し た 液 滴 で あ る と 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 器 具 で は 、 穏 や か で 正 確 な 方 法 で 組 織 を 準 備 す る こ と が 可 能 で あ る 。 こ こ で 、  
準 備 と は 、 鈍 い 分 離 ／ 変 位 お よ び ／ ま た は 鋭 い 分 離 に よ る 、 た と え ば 神 経 ま た は 血 管 な ど  
の 脆 弱 な 解 剖 学 的 構 造 の 露 出 お よ び 提 示 を 意 味 す る と 理 解 さ れ る 。 Ｈ Ｆ 手 術 の 準 備 で は 、  
た と え ば Ｈ Ｆ へ ら が 、 血 管 、 神 経 、 お よ び 器 官 な ど の 特 有 の 組 織 構 造 を 、 組 織 複 合 体 か ら  
、 少 な く と も 部 分 的 に 切 り 離 す た め に 使 用 さ れ る 。 こ の ス テ ッ プ 中 、 敏 感 な （ 準 備 さ れ る  
） 構 造 ま た は 隣 接 す る 構 造 に 不 注 意 に よ る 熱 損 傷 が な い こ と が 不 可 欠 で あ る 。 本 発 明 に よ  
る 器 具 は 、 組 織 と Ｈ Ｆ 電 極 と の 間 の 接 触 表 面 が 知 ら れ て い る こ と 、 ま た は い つ で も 制 御 で  
き る こ と を 確 実 に す る 。 本 発 明 の 器 具 の ガ ス 、 流 体 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル ア プ リ ケ ー  
タ 機 能 に よ り 、 組 織 、 組 織 構 造 、 組 織 の 残 り 、 体 液 ま た は 他 の 流 体 ま た は 蒸 気 を 遠 ざ け る  
か 、 ま た は 変 位 さ せ る こ と に よ り 、 外 科 医 は 常 に 個 々 の 組 織 の 境 界 を 明 確 に 認 識 可 能 に す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 チ ャ ネ ル は 、 電 極 の 隣 に 、 そ こ か ら 距 離 を 離 し て 、 ま た は 距 離 を 離 さ ず に  
延 び る 。 あ る い は 、 電 極 は 、 チ ャ ネ ル を 含 む こ と が で き る 。 し か し 、 好 ま し く は 、 絶 縁 体  
は 、 チ ャ ネ ル の 境 界 を 定 め る 。 こ れ は 、 絶 縁 体 が チ ャ ネ ル 壁 を 少 な く と も 部 分 的 に 形 成 す  
る こ と を 意 味 す る 。 例 え ば 、 こ の セ ク シ ョ ン で は 、 絶 縁 体 内 の 小 さ な チ ュ ー ブ を 省 略 す る  
こ と が 可 能 で あ り 、 こ の 場 合 小 さ な チ ュ ー ブ は チ ャ ネ ル セ ク シ ョ ン を 含 む も の で あ る 。 好  
ま し く は 、 チ ャ ネ ル は 、 絶 縁 体 の 壁 厚 内 に 延 び る 。 好 ま し く は 、 電 極 は 、 チ ャ ネ ル か ら 距  
離 を 離 し て チ ャ ネ ル に 沿 っ て 延 び る 。 好 ま し く は 、 電 極 は チ ャ ネ ル 内 に 配 置 さ れ ず 、 好 ま  
し く は チ ャ ネ ル 内 に 延 び ず 、 そ れ に よ り 、 チ ャ ネ ル は 、 チ ャ ネ ル を 貫 通 す る 横 断 面 で 見 て  
電 極 を 囲 ま な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 チ ャ ネ ル は 、 端 部 セ ク シ ョ ン に ノ ズ ル セ ク シ ョ ン を 有 し 、 そ の 断 面 に お い  
て 、 特 に チ ャ ネ ル の 直 径 は 先 細 に な っ て い る 。 好 ま し く は 、 ノ ズ ル セ ク シ ョ ン は 、 絶 縁 体  
に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ て い る 。 こ れ は 、 絶 縁 体 が チ ャ ネ ル の ノ ズ ル セ ク シ ョ ン の 壁 を 形  
成 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 遠 位 端 セ ク シ ョ ン （ 器 具 先 端 部 ） 、 特 に 電 極 お よ び 絶 縁 体 は 、 好 ま し く は 、 絶 縁 体 お よ  
び 電 極 の 形 態 を 治 療 タ ス ク に 適 合 さ せ る た め に 可 撓 性 で あ る 。 曲 が り に 使 用 さ れ る 外 力 が  
取 り 除 か れ る と 、 絶 縁 体 の 端 部 セ ク シ ョ ン の 所 望 の 形 態 は 、 好 ま し く は 維 持 さ れ る 。 電 極  
先 端 部 に 対 す る チ ャ ネ ル の ノ ズ ル の 配 向 は 、 好 ま し く は 、 維 持 さ れ た ま ま で あ る 。 好 ま し  
く は 、 端 部 セ ク シ ョ ン は 、 手 で 曲 げ る こ と が で き る 。 端 部 セ ク シ ョ ン を 所 望 の 形 態 に 曲 げ  
る こ と が で き る 場 合 、 こ れ に よ り 、 例 え ば 血 管 の 除 去 中 な ど で 、 正 確 な 組 織 を 温 存 す る 準  
備 が 促 進 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 絶 縁 に よ り 、 電 極 と 組 織 と の 間 の 電 気 的 接 触 領 域 は 、 規 定 さ れ た 、 狭 く 限 定 さ れ た 領 域  
に 設 定 さ れ 得 る 。 そ の 結 果 、 一 方 で 、 組 織 に 導 入 さ れ る エ ネ ル ギ ー が 減 少 す る 。 他 方 で は  
、 有 効 範 囲 が 限 ら れ て い る た め 、 横 方 向 の 損 傷 、 お よ び 周 囲 組 織 へ の 不 注 意 な 熱 応 力 の リ  
ス ク は 、 最 小 限 に 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 絶 縁 体 が チ ャ ネ ル の 境 界 を 定 め る 場 合 、 特 に 、 絶 縁 体 が 、 チ ャ ネ ル の 開 口 部 に お い て 、  
器 具 の 有 効 領 域 へ の エ ア ロ ゾ ル ま た は 流 体 の 分 配 を 可 能 に す る チ ャ ネ ル の 端 部 セ ク シ ョ ン  
を の 境 界 を 定 め る 場 合 、 こ れ は 、 器 具 が 曲 げ ら れ た 場 合 で も 、 チ ャ ネ ル の 端 部 セ ク シ ョ ン  
の 配 向 （ 角 度 ） は 、 電 極 の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン の 配 向 に 対 し て 維 持 さ れ 続 け る と い う 結 果 を  
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有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 電 極 は 、 流 体 の 流 れ を 搬 送 す る よ う に 適 合 さ れ た チ ャ ネ ル 内 に 配 置 さ れ な  
い 。 電 極 は 、 絶 縁 体 の 凹 部 内 に 配 置 さ れ 得 る 。 電 極 は 、 凹 部 を 完 全 に 満 た す こ と が で き 、  
ま た は 少 な く と も 凹 部 内 の 開 口 部 を 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 電 極 は 、 へ ら の 形 状 を 有 す る 。 こ れ は 、 電 極 が 少 な く と も １ つ  
の へ ら 形 状 の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン を 備 え る こ と を 意 味 す る 。 Ｈ Ｆ へ ら と 一 緒 に 、 こ の 器 具 は  
、 へ ら 形 状 電 極 を 形 成 す る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 電 極 は 、 好 ま し く は 電 極 の 長 手 方 向  
の 広 が り に 沿 っ て 延 び る ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン を 有 す る 。 あ る い は 、 電 極 は 、 例 え ば 、 電  
極 の 近 位 端 か ら 電 極 の 端 部 セ ク シ ョ ン ま で 延 び る こ と が で き る 細 長 い ス リ ッ ト ま た は 凹 部  
を 有 す る こ と が で き 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 、 好 ま し く は 金 属 本 体 は 、 ス リ ッ ト ま た は 凹 部 内 に  
配 置 さ れ る 。 好 ま し く は 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 は 電 極 に 接 続 さ れ 、 好 ま し く は 電 極 板 金 に 溶 接  
さ れ る 。 ワ イ ヤ 形 状 本 体 は 、 必 ず し も 電 流 を 流 す よ う に 適 合 さ れ て い る わ け で は な く 、 器  
具 の 端 部 セ ク シ ョ ン を 曲 げ 、 端 部 セ ク シ ョ ン を 所 望 の 曲 げ 形 態 に 保 持 で き る よ う に 、 厳 密  
に 機 械 的 な 目 的 に 合 わ せ て 配 置 さ れ 得 る 。 し た が っ て 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 は 、 電 極 に 電 力 を  
出 力 す る よ う に 適 合 さ れ 、 お よ び ／ ま た は 電 極 を 機 械 的 に 安 定 化 す る よ う に 適 合 さ れ 得 る  
。 特 に 正 確 で 絶 縁 さ れ た 方 法 で 準 備 器 具 を 準 備 で き る よ う に す る に は 、 薄 い 電 極 が 望 ま し  
い 。 し か し 、 電 極 の 厚 さ が 薄 く な る と 、 電 極 の 機 械 的 剛 性 は 減 少 す る 。 必 要 に 応 じ て 、 こ  
れ は 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 ま た は セ ク シ ョ ン に よ っ て 補 償 さ れ 得 る 。 さ ら に 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体  
ま た は セ ク シ ョ ン は 、 準 備 器 具 の 端 部 セ ク シ ョ ン を 通 し て 準 備 器 具 の 先 端 部 か ら 熱 エ ネ ル  
ギ ー を 除 去 す る こ と を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に よ る 器 具 の 典 型 的 な 実 施 形 態 の よ う に 、 Ｈ Ｆ へ ら が 流 体 ア プ リ ケ ー タ と 組 み 合  
わ せ ら れ る 場 合 （ ハ イ ブ リ ッ ド へ ら ） 、 こ れ に よ っ て 構 造 の い か な る 熱 損 傷 も 大 幅 に 低 減  
す る こ と が で き 、 手 術 部 位 の 視 界 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 器 具 は 、 組 織 を 変 位 さ  
せ る た め 、 ま た は 組 織 を 上 昇 さ せ る た め に 、 組 織 へ の 流 体 、 例 え ば ガ ス 、 流 体 ま た は そ の  
両 方 の 混 合 物 の 施 与 ま た は 導 入 を 可 能 に す る 。 こ の 結 果 、 個 々 の 組 織 構 造 ま た は そ の 境 界  
を よ り は っ き り と 表 示 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 流 体 を 分 配 す る こ と に よ り 、 と り わ け  
、 血 液 、 組 織 の 残 り 、 蒸 気 、 煙 な ど の 体 液 を 洗 い 流 す か 、 ま た は 変 位 さ せ る こ と が 可 能 で  
あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 高 い 出 力 密 度 の 流 体 （ 特 に 液 体 ） の 施 与 中 、 前 記 流 体 は 組 織 を 貫 通 し 、 標 的 構 造 と 隣 接  
す る 構 造 と の 間 の 連 結 組 織 様 の 境 界 領 域 内 に 蓄 積 し 、 そ れ に よ り 、 こ れ ら は 、 押 し 離 さ れ  
、 器 具 に よ る 操 作 の た め の 拡 大 さ れ た （ 安 全 ） 距 離 が 、 形 成 さ れ る （ 機 械 的 お よ び 熱 的 保  
護 ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ れ と は 対 照 的 に 、 流 体 の 流 れ （ 特 に ガ ス ） が 比 較 的 低 い 強 度 で 特 定 の 距 離 か ら 組 織 に  
向 け ら れ る 場 合 、 流 れ る 流 体 の 力 の 作 用 に よ り 組 織 上 に 変 位 効 果 （ 変 形 ） が 発 生 す る 。 個  
々 の 組 織 構 造 の 弾 性 な ど の 異 な る 機 械 的 特 性 に よ り 、 そ の よ う な 効 果 は 多 か れ 少 な か れ 顕  
著 に な り 得 る 。 結 果 と し て 、 例 え ば 、 脂 肪 な ど の 周 囲 の よ り 柔 ら か い 組 織 に 対 し て 、 血 管  
な ど の よ り 剛 性 の 構 造 を よ り 明 確 に 限 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ ら に 、 エ ア ロ ゾ ル ス プ レ ー を 施 与 す る こ と に よ り 、 手 術 部 位 の 冷 却 を 実 施 し 、 Ｈ Ｆ 暴  
露 に よ る 熱 損 傷 に 対 す る 追 加 の 保 護 を こ う し て 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。 エ ア ロ ゾ ル が  
Ｈ Ｆ 印 加 中 に 煙 の 形 成 を 低 減 す る た め 、 手 術 部 位 の 視 界 を 明 ら か に 向 上 さ せ る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ユ ー ザ が 流 体 、 特 に エ ア ロ ゾ ル の 有 害 な 影 響 を 回 避 し 、 お よ び ／ ま た は 特 に 、 組 織 、 た  
と え ば 血 管 内 へ の ガ ス ま た は エ ア ロ ゾ ル の 導 入 を 防 止 す る の を 助 け る た め に 、 チ ャ ネ ル の  
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出 口 、 詳 細 に は ノ ズ ル の 出 口 を 、 電 極 の 遠 位 端 か ら 好 ま し く は 近 位 に 後 退 さ せ る こ と が で  
き る 。 そ の 結 果 、 特 に 、 組 織 上 の チ ャ ネ ル の 出 口 の 配 置 が 、 防 止 さ れ る 。 好 ま し い 実 施 形  
態 で は 、 出 口 が 設 け ら れ る チ ャ ネ ル の 遠 位 端 は 、 ２ ｍ ｍ か ら １ ０ ｍ ｍ 内 で 、 電 極 の 遠 位 端  
か ら 後 退 す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ネ ル の 遠 位 端 ま た は チ ャ ネ ル の 出 口 は 、 電 極 の 遠  
位 端 か ら 、 例 え ば 、 近 位 方 向 に ２ か ら ４ ｍ ｍ の 間 で 後 退 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 へ ら 形 状 電 極 は 、 そ れ ぞ れ １ つ の 横 方 向 表 面 を 介 し て 電 極 の 縁 に 接 続 さ れ た 上 側 お よ び  
下 側 を 有 す る 。 チ ャ ネ ル の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン は 、 好 ま し く 平 面 内 に 位 置 し 、 こ の 平 面 は 、  
電 極 の 長 手 方 向 軸 ま た は ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン も し く は 本 体 の 長 手 方 向 軸 、 ま た は 電 極 ま  
た は 絶 縁 体 そ れ ぞ れ の 、 チ ャ ネ ル の 出 口 か ら チ ャ ネ ル の 出 口 の 下 流 側 へ の 流 体 の 流 れ 方 向  
に 配 置 さ れ た 長 手 方 向 セ ク シ ョ ン 、 お よ び 電 極 の 上 側 ま た は 下 側 の 表 面 垂 線 に よ っ て 広 げ  
ら れ る 。 チ ャ ネ ル の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン と 、 電 極 お よ び ／ ま た は ワ イ ヤ 形 状 本 体 の 長 手 方 向  
の 広 が り 方 向 お よ び ／ ま た は チ ャ ネ ル の 出 口 か ら チ ャ ネ ル の 出 口 の 下 流 側 へ の 流 れ の 方 向  
に 配 置 さ れ た 電 極 ま た は 絶 縁 体 の セ ク シ ョ ン の 長 手 方 向 軸 と の 間 の 配 向 角 度 （ 方 位 角 ） は  
、 特 に 好 ま し く は 具 体 的 に は ０ ° で あ る 。 あ る い は 、 方 位 角 は ０ ° ± １ ０ ° も し く は ０ °  
± ５ ° で あ っ て も よ く 、 ま た は 異 な る 角 度 範 囲 を 含 ん で も よ い 。 方 位 角 は 、 好 ま し く は 、  
平 面 内 で 測 定 さ れ 、 こ の 平 面 内 で は 、 へ ら 形 状 電 極 が 位 置 す る か 、 ま た は こ れ が こ の 平 面  
内 に 位 置 す る よ う に 曲 げ る こ と が で き 、 お よ び ／ ま た は 絶 縁 体 ま た は 電 極 の セ ク シ ョ ン が  
位 置 し 、 前 記 セ ク シ ョ ン は 、 チ ャ ネ ル の 出 口 と 、 絶 縁 体 お よ び ／ ま た は 電 極 の 遠 位 端 と の  
間 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 器 具 の 実 施 形 態 で は 、 電 極 は 、 ガ ス 、 流 体 、 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル が そ こ を 通 っ て  
搬 送 さ れ る 開 口 部 を 有 さ な い 。 特 に 、 電 極 は 、 好 ま し く は 、 電 極 を 通 っ て 延 び る チ ャ ネ ル  
を 有 さ ず 、 こ の チ ャ ネ ル は 、 作 動 中 に ガ ス 、 エ ア ロ ゾ ル ま た は 流 体 を 搬 送 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 器 具 の 電 極 は 、 好 ま し く は 、 絶 縁 体 か ら 遠 位 に 突 出 す る 。 こ の よ う に し て  
、 組 織 内 へ の Ｈ Ｆ 出 力 の 伝 達 は ま た 、 絶 縁 さ れ て い な い セ ク シ ョ ン を 介 し て 電 極 か ら 横 方  
向 に 生 じ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 好 ま し く は 絶 縁 体 に よ っ て 覆 わ れ て い な い 電 極 の 上 側 の 領 域 お よ び ／ ま た は 下 側 の 領 域  
は 、 弓 状 で あ る か 、 ま た は 弓 状 に （ 平 面 図 で ） 絶 縁 体 を 囲 む こ と が 好 ま し い 。 覆 わ れ て い  
な い 領 域 は 、 チ ャ ネ ル の 出 口 と 器 具 の 遠 位 端 と の 間 に 配 置 さ れ た 絶 縁 体 の セ ク シ ョ ン の 隣  
で 終 わ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 覆 わ れ て い な い 領 域 は 、 ユ ー ザ か ら 見 て 、 出 口 の 遠  
位 で 終 わ る 。 あ る い は 、 覆 わ れ て い な い 領 域 は 、 チ ャ ネ ル を 含 む 絶 縁 体 の セ ク シ ョ ン の 隣  
で 終 わ っ て も よ い 。 し た が っ て 、 覆 わ れ て い な い 領 域 は 、 出 口 の 近 位 で 終 わ る 。 覆 わ れ て  
い な い 領 域 が チ ャ ネ ル の 出 口 の 近 位 で 終 わ る 場 合 、 電 極 の 露 出 領 域 は 、 チ ャ ネ ル の 出 口 を  
越 え て 出 口 の 隣 に 近 位 方 向 に 延 び る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 絶 縁 体 に よ る 非 被 覆 部 は 、 隣 の 縁 表 面 セ ク シ ョ ン が 遠 位 方 向 の 成 分 を 有 す る 配 向 を 有 す  
る 、 電 極 の こ れ ら の 領 域 に 制 限 さ れ 得 る 。 絶 縁 体 に よ る 非 被 覆 は 、 特 に 、 最 も 近 い 縁 表 面  
セ ク シ ョ ン が 電 極 の 前 面 の セ ク シ ョ ン で あ る 電 極 の こ れ ら の 領 域 に 制 限 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 絶 縁 体 は 、 １ つ の 部 分 ま た は 複 数 の 部 分 か ら 作 製 さ れ 得 る 。 絶 縁 体 の 部 分 は 互 い に 接 続  
さ れ て い て よ く 、 ま た は こ の 部 分 は 、 分 離 さ れ 、 離 間 さ れ た 部 分 で あ る 。 好 ま し く は 、 絶  
縁 体 は 、 継 ぎ 目 の な い 単 一 片 か ら な る 。 電 極 は 、 絶 縁 体 内 の 凹 部 に 配 置 さ れ て よ く 、 ま た  
は 、 例 え ば 、 絶 縁 体 の ２ つ の 接 続 さ れ て い な い 半 体 間 に 配 置 さ れ て も よ く 、 前 記 半 体 は 、  
電 極 の 上 側 お よ び 下 側 の セ ク シ ョ ン を ２ 次 元 的 に 覆 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 好 ま し く は 、 絶 縁 体 は 、 ポ リ マ ー 、 特 に プ ラ ス チ ッ ク 材 料 、 例 え ば シ リ コ ー ン か ら な る  
。 好 ま し く は 、 絶 縁 体 は 、 器 具 の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン の 曲 が り を 可 能 に す る た め に 可 撓 性 で  
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あ る 。 絶 縁 体 は 電 極 の 表 面 セ ク シ ョ ン を 覆 い 、 そ れ に よ っ て 覆 わ れ た 表 面 セ ク シ ョ ン の 組  
織 が 外 科 的 に 有 効 な ま た は 損 傷 す る 電 気 出 力 で 帯 電 す る の を 防 ぐ 。 例 え ば 、 組 織 セ ク シ ョ  
ン の 望 ま し く な い 乾 燥 は 、 こ の 方 法 で 防 ぐ こ と が で き る 。 絶 縁 体 に よ っ て 覆 わ れ て い な い  
表 面 セ ク シ ョ ン か ら 、 外 科 的 に 効 果 的 な 方 法 で 組 織 に 電 気 出 力 を 印 加 す る こ と が 可 能 で あ  
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 体 は 、 電 極 を オ ー バ ー モ ー ル ド す る こ と に よ り 製 造 さ れ る  
。 好 ま し く は 、 コ ア が 、 本 発 明 に よ る 器 具 の 製 造 中 に 、 電 極 の 隣 お よ び ／ ま た は 電 極 シ ャ  
フ ト の 隣 に 、 好 ま し く は 距 離 を 置 い て 、 電 極 お よ び ／ ま た は 電 極 シ ャ フ ト に 沿 っ て 外 部 形  
態 と し て 配 置 さ れ 、 前 記 コ ア は 、 電 極 が オ ー バ ー モ ー ル ド さ れ て い る 間 、 少 な く と も チ ャ  
ネ ル の セ ク シ ョ ン を 自 由 に し た ま ま に す る か 、 ま た は 少 な く と も チ ャ ネ ル の セ ク シ ョ ン を  
形 成 す る 。 電 極 を 囲 む 絶 縁 体 の 壁 厚 内 に チ ャ ネ ル が 残 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 好 ま し く は 、 電 極 は 、 絶 縁 体 を 電 極 に 締 結 す る た め の 凹 部 、 特 に 穴 を 有 す る 。 絶 縁 体 が  
、 鋳 造 す る こ と に よ っ て 、 特 に 射 出 成 形 に よ っ て 製 造 さ れ る 場 合 、 鋳 造 材 料 は 穴 を 貫 通 し  
、 穴 内 で 固 化 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 絶 縁 体 と 電 極 と の 間 に ポ ジ テ ィ ブ ロ ッ ク が 生  
み 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 好 ま し く は 、 電 極 は 電 極 シ ャ フ ト 内 に 保 持 さ れ 、 絶 縁 体 は 、 前 記 シ ャ フ ト を 電 気 的 に 絶  
縁 す る た め に 、 電 極 シ ャ フ ト の 少 な く と も １ つ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン を 取 り 囲 む こ と が で き  
る 。 ワ イ ヤ 形 状 本 体 は 、 電 極 シ ャ フ ト 内 ま た は 電 極 シ ャ フ ト 上 に 固 定 さ れ て よ く 、 特 に 電  
極 シ ャ フ ト に 挿 入 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 チ ャ ネ ル は 、 電 極 シ ャ フ ト の 隣 に 、 ま た は 、 例 え ば 、 電 極 シ ャ フ ト と 同 心 円 状 に 部 分 的  
に 延 び る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 器 具 は 、 電 極 シ ャ フ ト が 回 転 可 能 で あ る よ う に 支 持 さ れ る ハ ン ド ル を 有 す る こ と が で き  
、 ユ ー ザ は 、 ハ ン ド ル に 対 す る 電 極 の 角 度 位 置 を 適 合 さ せ る こ と が で き る 。 チ ャ ネ ル が 電  
極 シ ャ フ ト に 対 し て 同 心 円 状 に 延 び る 場 合 、 チ ャ ネ ル は 、 ガ ス 、 流 体 、 お よ び ／ ま た は エ  
ア ロ ゾ ル ラ イ ン を 介 し て 、 ガ ス 、 流 体 、 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル 源 に 中 央 で 接 続 さ れ 得  
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ る 器 具 と 、 ガ ス 、 流 体 、 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル 源 と を 備 え る 装  
置 で あ っ て 、 器 具 の チ ャ ネ ル が 、 チ ャ ネ ル に ガ ス 、 液 体 、 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル 源 を  
供 給 す る た め に ガ ス 、 流 体 、 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル 源 に 接 続 さ れ る 、 装 置 が 、 開 示 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 器 具 お よ び 本 発 明 に よ る 装 置 の 追 加 の 好 ま し い 特 徴 お よ び 実 施 形 態 は 、 説  
明 お よ び 従 属 請 求 項 、 な ら び に 図 面 か ら 推 測 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 器 具 の 典 型 的 な 実 施 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に よ る 器 具 の 遠 位 端 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 極 お よ び チ ャ ネ ル の 位 置 が 破 線 で 示 さ れ て い る 、 図 １ に よ る 器 具 の 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ４ 】 図 １ に よ る 器 具 の 電 極 シ ャ フ ト お よ び 電 極 を 備 え た 典 型 的 な 電 極 ア セ ン ブ リ の 図  
で あ る 。
【 図 ５ 】 電 極 の 長 手 方 向 軸 に 沿 っ た 、 図 １ に よ る 器 具 の 長 手 方 向 断 面 図 の セ ク シ ョ ン の 詳  
細 図 で あ る 。
【 図 ６ ａ 】 遠 位 へ ら セ ク シ ョ ン の 典 型 的 な 実 施 形 態 の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ ｂ 】 遠 位 へ ら セ ク シ ョ ン の 典 型 的 な 実 施 形 態 の 別 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ ａ 】 本 発 明 に よ る 器 具 の さ ら な る 実 施 形 態 の 一 例 の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン の 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ７ ｂ 】 図 ７ ａ に よ る 例 の 長 手 方 向 セ ク シ ョ ン の 図 で あ る 。
【 図 ８ ａ 】 本 発 明 に よ る 器 具 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 一 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ ｂ 】 本 発 明 に よ る 器 具 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る さ ら な る 例 の 上 側 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ ｃ 】 本 発 明 の 器 具 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る さ ら な る 別 の 例 の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ ～ 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る １ つ の 実 施 形 態 に お け る 本 発 明 に よ る 準 備 器 具 １ ０ の 好 ま  
し い 構 造 の 一 例 の 詳 細 を 示 す 。 準 備 器 具 １ ０ は 、 電 極 １ ３ お よ び 電 極 シ ャ フ ト １ ４ を 備 え  
た 電 極 ア セ ン ブ リ １ ２ （ 特 に 図 ３ お よ び ４ を 参 照 ） を 備 え 、 電 極 １ ３ は 電 極 シ ャ フ ト １ ４  
内 に 保 持 さ れ て い る 。 電 極 シ ャ フ ト １ ４ の 近 位 端 は 、 器 具 １ ０ の ハ ン ド ル （ 図 示 せ ず ） に  
解 放 可 能 に 挿 入 さ れ 得 る 。 電 極 ア セ ン ブ リ １ ２ は 、 電 極 シ ャ フ ト の 長 手 方 向 軸 の 周 り の 電  
極 ア セ ン ブ リ １ ２ の 回 転 の 配 向 を 適 合 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 ハ ン ド ル 内 に 回 転 可 能  
に 支 持 さ れ 得 る 。 電 極 シ ャ フ ト １ ４ を 介 し て 、 電 極 １ ３ は 、 Ｈ Ｆ 発 生 器 （ 図 示 せ ず ） に 電  
気 的 に 接 続 さ れ る 。 電 極 １ ３ は 、 電 極 １ ３ を 部 分 的 に 絶 縁 す る 絶 縁 体 １ ６ に よ っ て 囲 ま れ  
て い る 。 こ れ は 、 絶 縁 体 １ ６ が 電 極 １ ３ の 絶 縁 セ ク シ ョ ン を 覆 い 、 そ れ に よ っ て 組 織 が 、  
外 科 的 に 有 効 な （ 特 に 切 断 ） ま た は 損 傷 電 気 出 力 に よ っ て 絶 縁 セ ク シ ョ ン の 表 面 を 横 断 方  
向 に 通 っ て 充 電 さ れ る こ と を 防 止 す る こ と を 意 味 す る 。 絶 縁 体 １ ６ は 、 前 記 電 極 １ ３ を 絶  
縁 す る た め に 、 好 ま し く は 二 次 元 的 に 、 電 極 １ ３ の 表 面 セ ク シ ョ ン を 覆 う か 、 ま た は 電 極  
１ ３ の 表 面 セ ク シ ョ ン に 適 合 す る 。 絶 縁 体 １ ６ は 、 好 ま し く は 、 電 極 シ ャ フ ト １ ４ の 少 な  
く と も 端 部 を 囲 み 、 そ こ か ら 器 具 １ ０ の 作 業 先 端 １ ７ ま で 延 び 、 そ こ で 、 絶 縁 体 １ ６ は 、  
電 極 １ ３ の 縁 領 域 ２ ０ を 露 出 し た ま ま に す る 。 準 備 器 具 １ ０ は 、 電 極 シ ャ フ ト １ ４ か ら 準  
備 器 具 １ ０ の 遠 位 端 ま で 延 び る 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 電 極 １ ３ は 、 上 側 ２ ２ ａ お よ び 下 側 ２ ２ ｂ が 反 対 方 向 を 向 く へ ら の 形 態 を 有 す る 。 上 側  
２ ２ ａ お よ び 下 側 ２ ２ ｂ は 、 各 側 の １ つ の 横 方 向 表 面 ２ ３ ａ 、 ｂ を 介 し て 互 い に 横 方 向 に  
接 続 さ れ 、 横 方 向 表 面 ２ ３ ａ 、 ｂ に 隣 接 す る 前 面 ２ ４ に 遠 位 に 接 続 さ れ る 。 横 方 向 表 面 ２  
３ ａ 、 ｂ お よ び 前 面 ２ ４ は 、 電 極 １ ３ の 縁 表 面 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 面 ２ ４ は 、 完 全 に ま た は 少 な く と も 部 分 的 に 絶 縁 さ れ て い な い 。 横 方 向  
表 面 ２ ３ ａ 、 ｂ は 、 好 ま し く は 、 前 面 ２ ４ ま で 絶 縁 さ れ る 。 好 ま し く は 、 電 極 １ ３ は 、 絶  
縁 体 １ ６ か ら 遠 位 に 突 出 す る 。 好 ま し く は 、 電 極 １ ３ は 、 前 面 ２ ４ に 隣 接 す る 絶 縁 体 １ ６  
か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 横 方 向 表 面 ２ ３ ａ 、 ｂ お よ び ／ ま た は 前 面 ２ ４ 上 で 、 電 極 １ ３ は 、 好 ま し く は 、 横 方 向  
表 面 ２ ３ ａ 、 ｂ ま た は 前 面 ２ ４ に 向 か っ て 開 く 凹 部 を 有 さ ず 、 前 記 凹 部 は 、 た と え ば 、 電  
極 １ ３ の フ ッ ク 形 状 を 潜 在 的 に 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 特 に 好 ま し く は 、 前 面 ２ ４ に 隣 接 す る 上 側 ２ ２ ａ の 弓 状 （ 湾 曲 し た ス ト リ ッ プ の 形 態 を  
有 す る ） セ ク シ ョ ン ２ ５ ａ お よ び ／ ま た は 下 側 ２ ２ ｂ の そ の よ う な セ ク シ ョ ン ２ ５ ｂ は 絶  
縁 さ れ て お ら ず 、 こ の セ ク シ ョ ン ま た は 複 数 の セ ク シ ョ ン ２ ５ ａ は 、 上 側 ２ ２ ａ お よ び ／  
ま た は 下 側 ２ ２ ｂ の 平 面 図 に お い て 、 絶 縁 体 １ ６ を 囲 ん で い る 。 ス ト リ ッ プ 形 状 の セ ク シ  
ョ ン ま た は 複 数 の セ ク シ ョ ン ２ ５ ａ 、 ｂ は 、 前 面 ２ ４ に 隣 接 す る 。 ス ト リ ッ プ 形 状 の セ ク  
シ ョ ン ま た は 複 数 の セ ク シ ョ ン ２ ５ ａ 、 ｂ は 、 例 え ば ０ ． ０ ５ ミ リ メ ー ト ル か ら ２ ミ リ メ  
ー ト ル の 幅 Ｂ を 有 す る こ と が で き る 。 図 ６ ａ お よ び 図 ６ ｂ に よ る 典 型 的 な 実 施 形 態 で は 、  
ス ト リ ッ プ 形 状 セ ク シ ョ ン は 、 例 え ば ０ ． １ ｍ ｍ か ら ０ ． １ ５ ｍ ｍ の 幅 Ｂ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 好 ま し く は 、 電 極 １ ３ は 、 そ の 近 位 端 ２ ８ か ら 自 由 ス ト リ ッ プ 形 状 部 分 ２ ５ ａ 、 ｂ ま で  
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、 絶 縁 体 に よ っ て 連 続 的 に 囲 ま れ て い る 。 前 面 ２ ４ の セ ク シ ョ ン は 、 そ こ ま で 囲 ま れ た 電  
極 １ ３ の 表 面 セ ク シ ョ ン ２ ９ に 隣 接 し 、 前 記 セ ク シ ョ ン は 、 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ を 周 っ  
て 囲 ま れ た 表 面 セ ク シ ョ ン ２ ９ に 戻 る ま で 連 続 的 に 覆 わ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 準 備 器 具 １ ０ の 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １ の 幅 は 、 好 ま し く は 、 絶 縁 体 １ ６ の 幅 ３ ２ に よ っ て  
規 定 さ れ る 。 好 ま し く は 、 電 極 １ ３ は 、 絶 縁 体 １ ６ 内 で 終 わ る か 、 ま た は 絶 縁 体 １ ６ よ り  
も 小 さ い 幅 ３ ３ を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 絶 縁 体 の 内 側 の 、 電 極 １ ３ を 囲 む 壁 内 に は 、 電 極 １ ３ に 沿 っ て チ ャ ネ ル ３ ５ が 延 び る 。  
チ ャ ネ ル ３ ５ お よ び 電 極 １ ３ は 、 好 ま し く は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ と 電 極 １ ３ の 間 に （ 図 示 す る  
よ う に ） 空 間 を 空 け て 、 ま た は 空 間 を 空 け ず に 互 い に 隣 接 し て 延 び る 。 端 部 セ ク シ ョ ン ２  
１ の 遠 位 端 ３ ６ 上 に 、 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 出 口 ３ ７ を 有 す る 。 例 え ば 、 出 口 ３ ７ は 、 電 極 １  
３ に 平 行 に 測 定 し て 、 少 な く と も ２ ミ リ メ ー ト ル か ら １ ０ ミ リ メ ー ト ル ま で 、 例 え ば ２ ミ  
リ メ ー ト ル か ら ４ ミ リ メ ー ト ル の 間 を 含 ん で 後 退 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 図 示 す る 実 施 形 態 に よ る 絶 縁 体 １ ６ 内 の 上 側 ２ ２ ａ に 隣 接 し て 、 ま た  
は 、 例 え ば 、 絶 縁 体 １ ６ 内 の 下 側 ２ ２ ｂ （ 図 示 せ ず ） に 隣 接 し て 絶 縁 体 １ ６ 内 に 配 置 さ れ  
る 。 ま た 、 １ つ の チ ャ ネ ル ま た は チ ャ ネ ル の １ つ の ブ ラ ン チ そ れ ぞ れ が 、 上 側 ２ ２ ａ に 隣  
接 し 、 下 側 ２ ２ ｂ に 隣 接 し て 配 置 さ れ る こ と も 可 能 で あ る （ 図 示 せ ず ） 。 チ ャ ネ ル が 、 他  
の 側 、 下 側 ２ ２ ｂ ま た は 上 側 ２ ２ ａ に 隣 接 し て 配 置 さ れ て も よ い 。 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 平 行  
方 向 （ 図 ３ に 示 す よ う に ） に 、 ま た は 少 な く と も 部 分 的 に 同 心 円 状 に （ 図 示 せ ず ） 電 極 シ  
ャ フ ト １ ４ ま で 、 最 初 に 電 極 １ ３ に 沿 っ て （ 電 極 １ ３ に 平 行 な ま っ す ぐ な 電 極 １ ３ と 共 に  
） 延 び 、 好 ま し く は チ ャ ネ ル ３ ５ の ま っ す ぐ な 端 部 セ ク シ ョ ン ３ ９ は 、 電 極 １ ３ に 対 し て  
傾 斜 さ れ 、 そ れ に よ り 、 チ ャ ネ ル ３ ５ の 端 部 セ ク シ ョ ン ３ ９ の 長 手 方 向 軸 お よ び 電 極 １ ３  
の 長 手 方 向 軸 ４ １ に よ っ て 囲 ま れ た 角 度 α は 、 遠 位 方 向 Ｒ Ｄ に 開 く 。 角 度 α は 、 器 具 １ ０  
の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン を 通 る 長 手 方 向 断 面 図 を 示 す 図 ５ に 示 さ れ て い る 。 対 応 す る 断 面 は 、  
図 ２ の 破 線 で 示 さ れ た 交 差 線 に 沿 っ て 垂 直 に 、 図 ２ の 紙 面 と 交 差 す る 。 チ ャ ネ ル ３ ５ の 遠  
位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ は 、 好 ま し く は 、 電 極 １ ３ の セ ク シ ョ ン の 長 手 方 向 軸 ４ １ に 対 し て 、  
ま た は 出 口 ３ ８ か ら 出 口 ３ ７ の 下 流 側 へ の 流 体 の 流 れ 方 向 に 配 置 さ れ た 絶 縁 体 １ ６ に 対 し  
て 、 好 ま し く は ０ ° よ り 大 き く ４ ５ ° ま で の 角 度 α 、 特 に 好 ま し く は ５ ° よ り 大 き く ２ ５  
° よ り 小 さ く 、 例 え ば １ ５ ± ３ ° で あ る 角 度 α で 傾 斜 さ れ る 。 チ ャ ネ ル ３ ５ に 液 体 ま た は  
エ ア ロ ゾ ル が 供 給 さ れ る 場 合 、 液 体 ま た は エ ア ロ ゾ ル は 、 チ ャ ネ ル の こ の 出 口 ３ ７ か ら 、  
た と え ば コ ー ン 、 た と え ば フ ル コ ー ン の 形 態 で 流 出 す る 。 例 え ば 、 コ ー ン は 、 約 ２ ０ ° の  
開 口 角 （ コ ー ン 角 ） を 有 す る こ と が で き る 。 チ ャ ネ ル ３ ５ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ の 配 向  
に よ り 、 コ ー ン は 、 こ れ が チ ャ ネ ル ３ ６ の 出 口 ３ ７ と 電 極 １ ３ ま た は 器 具 １ ０ の 遠 位 端 ３  
８ と の 間 で 絶 縁 体 １ ６ ま た は 電 極 １ ３ の セ ク シ ョ ン と 接 触 し な い よ う に 配 向 さ れ 得 る 。 典  
型 的 な 実 施 形 態 で は 、 流 体 コ ー ン は 、 ス プ レ ー コ ー ン の 「 表 面 」 が 器 具 １ ０ の セ ク シ ョ ン  
４ ４ の 表 面 に ほ ぼ 平 行 ま た は 接 線 方 向 と な る よ う に 配 向 さ れ て よ く 、 前 記 セ ク シ ョ ン は 、  
チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７ か ら 器 具 １ ０ の 遠 位 端 ま で 延 び る 。 し か し 、 ジ ェ ッ ト コ ー ン が セ  
ク シ ョ ン ４ ４ に 衝 突 し た 場 合 、 こ れ は 、 相 当 な 、 制 御 さ れ な い 液 滴 形 成 （ 電 極 先 端 部 に お  
け る 液 体 の 蓄 積 ） に つ な が り 、 へ ら の 電 気 特 性 に 悪 影 響 を 与 え る 可 能 性 が あ る 。 そ の 理 由  
は 、 一 方 で は 、 器 具 の 先 端 部 に お け る こ の 導 電 性 液 体 の 蓄 積 に よ り 、 電 極 の 有 効 な 接 触 表  
面 が 拡 大 す る 可 能 性 が あ り 、 し た が っ て 、 蓄 積 は 正 確 な （ 絶 縁 さ れ た ） 準 備 の 目 的 に 反 作  
用 す る 恐 れ が あ り 、 他 方 で は 、 作 動 場 の 視 界 を 制 限 す る 恐 れ が あ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ お よ び 特 に 図 ５ に 示 す よ う に 、 チ ャ ネ ル ３ ５ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ は 、 好 ま し く  
は 、 平 面 に 沿 っ て 平 行 に 配 向 さ れ る か 、 ま た は 電 極 の 上 側 ２ ２ ａ ま た は 下 側 ２ ２ ｂ に 垂 直  
で あ り 、 電 極 １ ３ 、 ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン も し く は 本 体 ４ ８ 、 ま た は 出 口 ３ ７ か ら 出 口 ３  
７ の 下 流 側 へ の 流 体 の 流 れ 方 向 に 配 置 さ れ た 絶 縁 体 の 長 手 方 向 の 広 が り 方 向 に 延 び る 平 面  
内 に 位 置 す る 。 チ ャ ネ ル ３ ５ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ と 、 電 極 １ ３ お よ び ／ ま た は ワ イ ヤ  
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形 状 セ ク シ ョ ン も し く は 本 体 ４ ８ の 長 手 方 向 の 広 が り 方 向 、 お よ び ／ ま た は 電 極 １ ３ ま た  
は 絶 縁 体 １ ６ の 、 出 口 ３ ７ に お け る 出 口 ３ ７ の 下 流 側 へ の 流 体 の 流 れ の 方 向 に 配 置 さ れ た  
セ ク シ ョ ン の 長 手 方 向 軸 と の 間 の 方 位 角 は 、 好 ま し く は ０ ° で あ る 。 こ の 方 位 角 は 、 へ ら  
形 状 電 極 １ ３ が 位 置 す る か 、 ま た は こ れ が 平 面 内 に 位 置 す る よ う に 曲 げ る こ と が で き 、 お  
よ び ／ ま た は チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７ と 、 絶 縁 体 １ ６ お よ び ／ ま た は 電 極 １ ３ の 遠 位 端 と  
の 間 に 配 置 さ れ た 、 絶 縁 体 １ ６ ま た は 電 極 １ ３ の セ ク シ ョ ン が 位 置 す る 平 面 上 の 、 チ ャ ネ  
ル ３ ５ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ の 長 手 方 向 軸 の 垂 直 突 出 部 と 、 電 極 １ ３ お よ び ／ ま た は ワ  
イ ヤ 形 状 本 体 ４ ８ も し く は セ ク シ ョ ン の 長 手 方 向 の 広 が り 方 向 、 お よ び ／ ま た は 出 口 ３ ７  
か ら の 流 体 の 流 れ の 方 向 に 見 て 下 流 側 に 配 置 さ れ た 電 極 １ ３ ま た は 絶 縁 体 １ ６ の セ ク シ ョ  
ン の 長 手 方 向 軸 と の 間 で 測 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 チ ャ ネ ル ３ ５ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ は 、 好 ま し く は 、 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ に 近 位 に  
隣 接 す る チ ャ ネ ル セ ク シ ョ ン ４ ０ の 流 れ 断 面 よ り も 小 さ い 流 れ 断 面 を 有 す る ノ ズ ル セ ク シ  
ョ ン で あ る 。 近 位 に 隣 接 す る チ ャ ネ ル セ ク シ ョ ン ４ ０ は 、 好 ま し く は 、 １ ミ リ メ ー ト ル 以  
下 、 例 え ば 、 約 ０ ． ６ ミ リ メ ー ト ル の 直 径 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 絶 縁 体 １ ６ お よ び 電 極 １ ３ を 備 え た 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ は 、 好 ま し く は 可  
撓 性 で あ り 、 素 手 で 曲 げ る こ と が で き 、 曲 げ た 後 、 好 ま し く は 使 用 者 が 望 む 形 状 の ま ま で  
あ る 。 器 具 １ ０ の 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １ は 、 そ の 結 果 、 特 に 電 極 １ ３ お よ び 絶 縁 体 １ ６ の 真  
っ 直 ぐ な 配 向 か ら 、 器 具 １ ０ の 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １ の 形 状 を 外 科 タ ス ク に 適 合 さ せ る 方 向  
に 曲 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 器 具 １ ０ の 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １ を 手 で こ れ を 曲 げ る こ と に よ っ て 特 に 正 確 に 配 向 す る た  
め に 、 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 好 ま し く は 、 絶 縁 体 １ ６ 内 の 開 い た ま ま の 中 空 空 間 に よ っ て 形 成  
さ れ る 。 図 示 す る よ う に 、 中 空 空 間 は 、 絶 縁 体 １ ６ 内 の 空 間 の 隣 に 、 好 ま し く は 距 離 を 離  
し て 延 び 、 前 記 空 間 は 、 電 極 １ ３ に よ っ て 満 た さ れ る 。 し た が っ て 、 絶 縁 体 １ ６ は 、 好 ま  
し く は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ の 境 界 を 定 め る 壁 を 形 成 す る 。 チ ャ ネ ル ３ ５ の 境 界 を 定 め る 壁 は 、  
好 ま し く は 、 絶 縁 体 １ ６ と 一 体 で 継 ぎ 目 が 無 い よ う に 構 成 さ れ る 。 代 替 的 ま た は 追 加 的 に  
、 チ ャ ネ ル の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ３ ９ 、 特 に ノ ズ ル セ ク シ ョ ン は 、 好 ま し く は 、 絶 縁 体 １ ６  
内 の 開 い た ま ま の 中 空 空 間 に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 好 ま し く は 、 器 具 １ ０ は 、 ノ ズ ル セ ク シ ョ ン ３ ９ の 配 向 が 、 曲 げ る と き に 、 遠 位 電 極 セ  
ク シ ョ ン ３ ８ に 対 し て 、 お よ び ／ ま た は チ ャ ネ ル ３ ５ を 通 る 流 体 の 流 れ の 方 向 に 見 て 、 出  
口 ３ ７ の 下 流 側 に （ 出 口 ３ ７ の 遠 位 に ） 配 置 さ れ た 絶 縁 体 １ ６ の セ ク シ ョ ン お よ び ／ ま た  
は 電 極 の セ ク シ ョ ン の 長 手 方 向 軸 ４ １ に 対 し て 維 持 さ れ 得 る よ う に 適 合 さ れ る 。 こ れ は 、  
ノ ズ ル セ ク シ ョ ン ３ ９ を 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ の 領 域 内 に 構 成 す る こ と に よ っ  
て 確 実 に さ れ 、 前 記 セ ク シ ョ ン は 、 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ を 曲 げ る た め に ユ ー ザ に よ っ て  
保 持 さ れ 、 そ の 結 果 、 曲 げ モ ー メ ン ト は 生 じ な い 。 そ の 結 果 、 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ  
ン ２ １ の 曲 が り は 、 常 に ノ ズ ル セ ク シ ョ ン ３ ９ の 近 位 に 生 じ る 。 特 に 、 出 口 ３ ７ お よ び ／  
ま た は ノ ズ ル セ ク シ ョ ン ３ ９ と 、 電 極 の 遠 位 端 ３ ８ と の 間 の 距 離 は 、 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １  
を 曲 げ る 間 、 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ の 曲 が り が 、 ノ ズ ル セ ク シ ョ ン ３ ９ の 近 位  
に 常 に し っ か り と あ る よ う に 十 分 小 さ く 選 択 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 電 極 １ ３ に 沿 っ て 、 好 ま し く は 金 属 製 の ワ イ ヤ 形 状 本 体 ４ ８ が 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し  
い 。 電 極 １ ３ は 、 例 え ば 、 電 極 １ ３ の 近 位 端 ２ ８ か ら 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ ま で の 電 極 の  
長 手 方 向 の 広 が り 方 向 に 延 び る こ と が で き る 長 手 方 向 の ス リ ッ ト ま た は 切 欠 部 を 有 す る こ  
と が で き 、 こ の 場 合 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 ４ ８ は 、 図 示 す る よ う に 、 ス リ ッ ト ま た は 切 欠 部 内  
に 配 置 さ れ 、 切 欠 部 を 満 た す こ と が で き る 。 あ る い は 、 電 極 １ ３ は 、 例 え ば 、 へ ら の 形 態  
の 電 極 １ ３ 内 に 中 心 に 配 置 さ れ た ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン を 有 す る こ と が で き る 。 ワ イ ヤ ま  
た は ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン は 、 遠 位 端 ２ １ を 曲 げ る こ と に よ っ て も っ て い く 所 望 の 配 向 に  
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曲 げ ら れ た 後 、 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ を 安 定 化 す る た め に 配 設 さ れ る 。 ワ イ ヤ  
は ま た 、 曲 げ ら れ る 前 の 開 始 構 成 で 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ を 安 定 化 す る よ う に 適 合 さ れ 、  
そ れ に よ り 、 電 極 １ ３ の 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １ の 厚 さ を 増 大 さ せ る こ と な く 組 織 の 機 械 的 操  
作 が 可 能 と な る 。 厚 さ の 増 大 は 、 Ｒ Ｆ エ ネ ル ギ ー 入 力 の 電 気 特 性 の 悪 化 に つ な が る 。 そ の  
理 由 は 、 電 極 １ ３ が 厚 く な る と 、 電 極 １ ３ が 薄 い 場 合 よ り も 準 備 が 可 能 で あ る 精 度 が 低 下  
す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン ま た は 本 体 ４ ８ は 、 好 ま し く は 、 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ の 前 で 終  
わ り 、 そ れ に よ り 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 ４ ８ の 遠 位 端 ５ ０ と 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ と の 間 の 領  
域 は 、 ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン ま た は 本 体 ４ ８ を 有 さ な い よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 電 極 １ ３ そ れ 自 体 お よ び ／ ま た は ワ イ ヤ 形 状 本 体 も し く は セ ク シ ョ ン ４ ８ は 、 好 ま し く  
は 、 流 体 チ ャ ネ ル を 形 成 し な い か 、 ま た は 含 ま な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ワ イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン の 有 無 に か か わ ら ず 、 電 極 １ ３ は 、 パ ン チ ン グ プ ロ セ ス 、 ま た は  
光 化 学 エ ッ チ ン グ ま た は レ ー ザ ー 切 断 に よ っ て 製 造 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 特 に 、 絶 縁 体 １ ６ は 、 ポ リ マ ー 、 特 に プ ラ ス チ ッ ク 、 例 え ば シ リ コ ー ン か ら な る こ と が  
で き る 。 絶 縁 体 １ ６ は 、 好 ま し く は 、 絶 縁 体 材 料 を 用 い た 電 極 １ ３ お よ び 電 極 シ ャ フ ト １  
４ の オ ー バ ー モ ー ル ド に よ っ て 、 特 に 射 出 成 形 プ ロ セ ス に よ る オ ー バ ー モ ー ル ド に よ っ て  
形 成 さ れ る 。 好 ま し く は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 コ ア を 用 い て 成 形 す る こ と に よ り 、 絶 縁 体 １  
６ 内 に 中 空 空 間 と し て 生 み 出 さ れ る 。 そ う す る 際 、 絶 縁 体 １ ６ の 機 械 的 剛 性 を 結 果 と し て  
高 め る １ つ ま た は 複 数 の 毛 細 管 ま た は チ ュ ー ビ ン グ を 配 置 す る 必 要 は な く 、 こ の 場 合 、 毛  
細 管 ま た は チ ュ ー ビ ン グ は チ ャ ネ ル を 囲 む も の で あ る 。 こ の 結 果 、 電 極 １ ３ お よ び チ ャ ネ  
ル ３ ５ の 端 部 セ ク シ ョ ン ３ ９ を 備 え た 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ は 、 曲 げ る こ と に  
よ っ て 正 確 に 配 向 す る こ と が で き 、 こ の 場 合 、 こ の 曲 が り は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７ を  
離 れ る 流 体 ジ ェ ッ ト の 配 向 を 、 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ の 配 向 に 対 し て 変 化 さ せ な い 。 遠 位  
端 セ ク シ ョ ン ３ ９ 、 特 に チ ャ ネ ル ３ ５ の ノ ズ ル セ ク シ ョ ン は ま た 、 一 体 部 分 、 す な わ ち 絶  
縁 体 １ ６ 内 の 開 放 容 積 部 と な る よ う に 作 製 さ れ て よ い 。 こ れ に よ り 、 例 え ば ノ ズ ル チ ュ ー  
ブ な ど の 追 加 の 構 成 要 素 を 省 略 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ の 実 施  
形 態 の ア セ ン ブ リ に と っ て 特 に 有 利 で あ る 。 鋳 造 ま た は 射 出 成 形 プ ロ セ ス 中 、 電 極 １ ８ が  
絶 縁 体 １ ６ に よ っ て 取 り 囲 ま れ る よ う に 、 絶 縁 体 １ ６ は 、 好 ま し く は 、 電 極 １ ３ の 周 り に  
形 成 さ れ る 。 絶 縁 体 １ ６ と 電 極 １ ３ と の 間 、 例 え ば 、 絶 縁 体 １ ６ と し て の シ リ コ ー ン 体 と  
電 極 １ ３ と の 間 に は 、 中 間 層 が な い こ と が 好 ま し い 。 好 ま し く は 、 絶 縁 体 １ ６ と 電 極 １ ３  
と の 間 、 例 え ば 、 絶 縁 体 １ ６ と し て の シ リ コ ー ン 体 と 電 極 １ ３ と の 間 に は 、 結 合 層 ま た は  
任 意 の 他 の 結 合 剤 は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 電 極 １ ３ 、 特 に ワ イ ヤ ４ ８ ま た は ワ イ ヤ セ ク シ ョ ン に 沿 っ た 電 極 １ ３ の 部 分 は 、 好 ま し  
く は 凹 部 ５ ２ 、 特 に 穴 ５ ２ を 有 し 、 こ の 凹 部 ５ ２ は 、 絶 縁 体 １ ６ の 製 造 中 に 絶 縁 体 材 料 で  
満 た さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 絶 縁 体 １ ６ と 電 極 １ ３ と の 間 に ポ ジ テ ィ ブ ロ ッ ク を 形 成 し 、 そ  
れ に よ り 、 絶 縁 体 １ ６ は 、 電 極 １ ３ が 絶 縁 体 １ ６ と 共 に 曲 げ ら れ て い る と き に も ポ ジ テ ィ  
ブ ロ ッ ク の 形 で 接 続 さ れ た ま ま で あ り 、 こ う し て 常 に 電 極 １ ３ に 対 し て 特 有 の 配 向 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 チ ャ ネ ル ３ ５ を 含 む 絶 縁 体 １ ６ の 長 手 方 向 セ ク シ ョ ン ５ ３ ａ は 、 好 ま し く は 、 電 極 １ ３  
を 含 む 絶 縁 体 １ ６ の 隣 接 す る 長 手 方 向 セ ク シ ョ ン ５ ３ ｂ よ り も 狭 い 。 こ れ も ま た 、 絶 縁 体  
１ ６ の 正 確 な 曲 げ 性 を 促 進 す る 。 電 極 １ ３ を 含 む 絶 縁 体 の 長 手 方 向 セ ク シ ョ ン ５ ３ ｂ 、 特  
に チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７ と 器 具 １ ０ ま た は 電 極 １ ３ の 遠 位 端 と の 間 の 領 域 も ま た 、 好 ま  
し く は 図 示 す る よ う な へ ら の 形 態 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 電 極 シ ャ フ ト １ ４ の 隣 に 延 び る こ と が で き る 。 他  
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の 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 電 極 シ ャ フ ト の 内 側 に 同 心 円 状 に 配 置 さ れ 得 る （ 図 示  
せ ず ） 。 こ れ は 、 ハ ン ド ル に 対 す る 、 電 極 シ ャ フ ト １ ４ の 長 手 方 向 軸 を 中 心 と し た 器 具 １  
０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ の 回 転 可 能 性 が 提 供 さ れ る 場 合 に 特 に 有 利 で あ り 、 そ れ に よ り  
、 ユ ー ザ は 、 ハ ン ド ル に 対 す る 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ の 回 転 の 配 向 を ユ ー ザ が  
望 む よ う に 適 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 一 例 を 参 照 し て 図 ６ ａ に 示 す よ う に 、 電 極 １ ３ の 輪 郭 は 、 い く つ か の 実 施 形 態 に お い て  
、 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ か ら 電 極 の 側 面 に 移 行 し 、 こ の と き 前 方 に 配 向 さ れ た （ 遠 位 ） の  
丸 い コ ー ナ を 形 成 し な い 。 対 照 的 に 、 図 ６ ｂ は 、 そ の よ う な 丸 い コ ー ナ ５ ５ ａ 、 ｂ を 形 成  
す る 実 施 形 態 の 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 電 極 先 端 部 ５ ６ の 横 方 向 輪 郭 は 、 電 極 の 遠 位 端 ３ ８ に 向 か っ て 先 細 に な る か （ 尖 っ た 形  
状 、 図 ２ 、 ４ 、 ６ ａ を 参 照 ） 、 主 に 平 行 方 向 に 延 び る か （ 矩 形 の 形 状 、 図 ６ ｂ を 参 照 ） 、  
ま た は 広 が る こ と も で き る （ 台 形 の 形 状 、 図 示 せ ず ） 。 そ う す る 際 、 電 極 の 縁 表 面 の 露 出  
セ ク シ ョ ン は 、 連 続 的 （ 器 具 １ ０ の へ ら 形 状 の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ の 全 周 に わ た っ て ）  
で あ る こ と が で き る か 、 ま た は 器 具 １ ０ の 好 ま し く は へ ら 形 状 の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ の  
遠 位 部 分 に 限 定 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 前 面 に よ っ て 規 定 さ れ る 電 極 の 幅 は 、 横 方 向 表 面 へ の 移 行 時 、 お よ び ／ ま た は 上 側 ２ ２  
ａ お よ び ／ ま た は 下 側 ２ ２ ｂ の 露 出 領 域 か ら 非 露 出 領 域 へ の 移 行 時 に 、 好 ま し く は 突 然 に  
、 横 方 向 表 面 ２ ３ ａ 、 ２ ３ ｂ の 互 い か ら の 距 離 に よ っ て 規 定 さ れ た よ り 小 さ い 幅 に 移 行 す  
る 。 尖 っ た 形 状 を 有 す る 実 施 形 態 （ 図 ２ 、 ４ 、 ６ ａ を 参 照 ） で は 、 電 極 １ ３ の 長 手 方 向 の  
広 が り 方 向 で 測 定 さ れ る 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ か ら の 移 行 は 、 例 え ば 、 器 具 １ ０ の 端 部 セ  
ク シ ョ ン ２ １ 内 の 絶 縁 体 １ ６ の 少 な く と も 幅 ３ ２ に 対 応 し 、 お よ び ／ ま た は 器 具 １ ０ の 遠  
位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ 内 の 電 極 １ ３ の 少 な く と も 最 大 幅 ３ ３ に 対 応 す る 距 離 を 有 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 矩 形 形 状 を 有 す る 実 施 形 態 （ 図 ６ ｂ 参 照 ） で は 、 電 極 ３ ８ の 長 手 方 向 の 広 が り 方 向 に 測  
定 さ れ る 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ か ら の 移 行 は 、 例 え ば 、 器 具 １ ０ の 端 部 セ ク シ ョ ン 内 の 絶  
縁 体 １ ６ の 幅 ３ ２ お よ び ／ ま た は 器 具 １ ０ の 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ 内 の 電 極 １ ３ の 最 大 幅  
３ ３ の 最 大 で ３ 分 の １ の 距 離 を 有 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 電 極 １ ３ の 露 出 領 域 の 長 さ Ｌ は 、 例 え ば 、 器 具 １ ０ の 端 部 セ ク シ ョ ン ２ １ の 幅 ３ ２ の ２  
倍 ま で で あ る こ と が で き 、 長 さ Ｌ は 、 電 極 １ ３ の 長 手 方 向 の 広 が り 方 向 に 測 定 さ れ る 。 覆  
わ れ て い な い 領 域 の 長 さ は 、 例 え ば 、 ４ ． ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 好 ま し く は 、 チ ャ ネ ル に ガ ス 、 流 体 お よ び ／ ま た は エ ア ロ ゾ ル を 供 給  
す る た め に ポ ン プ ま た は 圧 力 源 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ は 、 例 え ば 次 の よ う に 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 外 部 形 態 （ 図 示 せ ず ） で は 、 電 極 シ ャ フ ト １ ４ お よ び 電 極 １ ３ を 有 す る 電 極 ア セ ン ブ リ  
１ ２ が 、 提 供 さ れ 、 電 極 １ ２ お よ び 電 極 シ ャ フ ト １ ４ の 隣 に 、 好 ま し く は 電 極 １ ２ お よ び  
電 極 シ ャ フ ト １ ４ か ら 距 離 を 離 し て 、 内 部 の 細 長 い 形 態 （ 細 長 い コ ア ） （ 図 示 せ ず ） が 配  
置 さ れ る 。 絶 縁 体 材 料 が 、 電 極 シ ャ フ ト １ ４ お よ び 電 極 １ ３ の 周 り に 絶 縁 体 １ ６ を 形 成 す  
る よ う に 、 外 部 形 態 内 に 注 入 さ れ る 。 細 長 い コ ア は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ が 絶 縁 体 １ ６ 内 で 開 い  
た ま ま に な る こ と を 確 実 に す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 発 明 に よ る 器 具 は 、 例 え ば 以 下 の よ う に 作 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
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　 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ は 、 例 え ば 、 開 腹 手 術 ま た は 腹 腔 鏡 手 術 ま た は 内 視 鏡 手 術 で 使 用  
さ れ 得 る 。 Ｈ Ｆ 外 科 治 療 、 特 に 組 織 の 準 備 の た め に 、 Ｈ Ｆ 出 力 が 、 電 極 １ ３ に 印 加 さ れ 、  
次 い で 、 組 織 を 切 断 す る た め の 切 断 ツ ー ル と し て 使 用 さ れ 得 る 。 チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７  
か ら の 流 体 、 特 に エ ア ロ ゾ ル ジ ェ ッ ト の 分 配 は 、 例 え ば 、 Ｈ Ｆ 出 力 に よ る 電 極 １ ３ の 印 加  
を 起 動 す る こ と で 、 自 動 的 に 起 動 さ れ 得 る 。 実 施 形 態 で は 、 流 体 ジ ェ ッ ト 、 特 に エ ア ロ ゾ  
ル ジ ェ ッ ト の 分 配 は 、 例 え ば 、 電 極 １ ３ に よ る Ｈ Ｆ 電 力 出 力 の 起 動 と は 無 関 係 に 起 動 可 能  
と な り 得 る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 Ｈ Ｆ へ ら （ へ ら 形 状 電 極 １ ３ ） が 流 体 ア プ リ ケ ー タ ３ ８ ） （ ポ ン プ ま た は 圧 力 源 お よ び  
チ ャ ネ ル ） 、 特 に エ ア ロ ゾ ル ア プ リ ケ ー タ （ ハ イ ブ リ ッ ド へ ら ） と 組 み 合 わ せ ら れ る 本 発  
明 に よ る 準 備 器 具 １ ０ の 使 用 に よ り 、 流 体 、 特 に 流 体 ジ ェ ッ ト ま た は エ ア ロ ゾ ル ジ ェ ッ ト  
を 分 配 す る こ と に よ り 、 手 術 部 位 の 視 界 を 向 上 さ せ 、 し た が っ て よ り 正 確 で 安 全 な 作 業 を  
可 能 に す る こ と が で き る 。 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ に よ り 、 組 織 を 穏 や か に か つ 正 確 に 準 備  
す る こ と が 可 能 で あ る 。 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ は 、 ユ ー ザ が 敏 感 な （ 準 備 さ れ る ） ま た は  
隣 接 す る 構 造 へ の 不 注 意 な 熱 損 傷 を 防 ぐ の に 役 立 つ 。 そ の 理 由 は 、 流 体 ジ ェ ッ ト 、 特 に 流  
体 ジ ェ ッ ト お よ び エ ア ロ ゾ ル ジ ェ ッ ト の 分 配 が 手 術 部 位 の 洗 浄 ま た は 準 備 に よ る 準 備 を 可  
能 に し 、 そ れ に よ り 、 組 織 と Ｈ Ｆ 電 極 １ ３ と の 間 の 接 触 表 面 は 、 常 に ユ ー ザ に 知 ら れ て い  
る か 、 ま た は ユ ー ザ に よ っ て 制 御 可 能 で あ り 、 加 え て 、 個 々 の 組 織 の 境 界 は 、 器 具 １ ０ を  
使 用 す る 外 科 医 に よ っ て 常 に 明 確 に 認 識 可 能 で あ る た め で あ る 。 好 ま し く は 、 器 具 １ ０ は  
、 と り わ け 血 液 を 洗 い 流 し 、 個 々 の 組 織 構 造 ま た は そ れ ら の 境 界 を よ り 明 確 に 提 示 す る た  
め に 、 ガ ス 、 流 体 ま た は そ の 両 方 の 混 合 物 （ エ ア ロ ゾ ル ） を 組 織 に 施 与 す る よ う に 適 合 さ  
れ る （ 組 織 変 位 ） 。 代 替 的 ま た は 追 加 的 に 、 器 具 １ ０ は 、 組 織 層 を 上 昇 さ せ る た め に 、 液  
体 ま た は エ ア ロ ゾ ル を 組 織 に 導 入 す る よ う に 適 合 さ れ 得 る （ 組 織 上 昇 ） 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 高 い 出 力 密 度 の 流 体 （ 特 に 液 体 ） の 施 与 中 、 流 体 は 組 織 を 貫 通 し 、 標 的 構 造 と 隣 接 構 造  
と の 間 の 結 合 組 織 様 の 境 界 領 域 内 に 蓄 積 し 、 そ れ に よ り 、 こ れ ら は 、 強 制 分 離 さ れ 、 器 具  
１ ０ に よ る 操 作 の た め の 拡 大 さ れ た （ 安 全 な ） 距 離 が 、 形 成 さ れ る （ 機 械 的 お よ び 熱 的 保  
護 ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 し か し 、 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ を 使 用 し て 、 比 較 的 低 い 強 度 を 示 す 流 体 の 流 れ （ 特 に ガ  
ス ま た は エ ア ロ ゾ ル ） が 特 定 の 距 離 に あ る 組 織 に 向 け ら れ る 場 合 、 流 れ る 流 体 の 力 の 効 果  
に よ り 、 組 織 上 に 変 位 効 果 （ 変 形 ） が 生 じ る 。 さ ま ざ ま な 機 械 的 特 性 、 た と え ば 個 々 の 組  
織 構 造 の 弾 性 に よ り 、 こ れ は 、 多 か れ 少 な か れ 顕 著 に な り 得 る 。 そ の 結 果 、 例 え ば 血 管 な  
ど の よ り 剛 性 の 構 造 は 、 例 え ば 脂 肪 な ど の 周 囲 の よ り 柔 ら か い 組 織 に 対 し て よ り 明 確 に 定  
め ら れ 得 る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 エ ア ロ ゾ ル ス プ レ ー の 施 与 に よ り 、 手 術 部 位 の 冷 却 、 し た が っ て 高 周 波 電 力 の 影 響 に よ  
る 熱 損 傷 に 対 す る 追 加 の 保 護 を 実 施 す る こ と が さ ら に 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 最 後 に 、 本 発 明 に よ る 器 具 の チ ャ ネ ル ３ ５ を 使 用 し て 分 配 さ れ る エ ア ロ ゾ ル に よ り 、 Ｈ  
Ｆ 印 加 中 の 煙 形 成 の 低 減 が 可 能 に な り 、 そ れ に よ っ て 手 術 部 位 の 明 確 に 向 上 し た 視 界 を こ  
う し て 提 供 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 電 極 １ ３ の 遠 位 端 ３ ８ か ら 近 位 に 後 退 す る チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７ に よ り 、 エ ア ロ ゾ ル  
に よ る 組 織 へ の 損 傷 の リ ス ク が 回 避 さ れ 、 お よ び ／ ま た は 組 織 、 た と え ば 血 管 内 へ の エ ア  
ロ ゾ ル の 分 配 が 防 止 さ れ る 。 特 に 、 こ の 結 果 と し て 、 組 織 上 へ の チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７  
の 設 定 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ の 結 果 、 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ に よ り 、 準 備 器 具 に 対 す る 需 要 が 満 た さ れ て お り 、 こ  
の 器 具 は 、 敏 感 な 組 織 構 造 の 正 確 か つ 穏 や か な 露 出 ／ 提 示 を 可 能 に す る 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】
　 好 ま し く は 、 本 明 細 書 の 上 記 で 説 明 し た よ う に 、 ユ ー ザ は 、 器 具 １ ０ の 端 部 セ ク シ ョ ン  
２ １ を 手 で 曲 げ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 遠 位 電 極 セ ク シ ョ ン ３ ８ に 対 す る 、 お よ び ／  
ま た は チ ャ ネ ル ３ ５ を 通 る 流 体 の 流 れ の 方 向 に 見 て 、 電 極 ３ ７ の 下 流 側 ３ ７ に （ 出 口 ３ ７  
の 遠 位 に ） 配 置 さ れ た 、 絶 縁 体 １ ６ の セ ク シ ョ ン の 長 手 方 向 軸 ４ １ お よ び ／ ま た は 電 極 １  
３ の セ ク シ ョ ン の 長 手 方 向 軸 ４ １ に 対 す る ノ ズ ル セ ク シ ョ ン ３ ９ の 配 向 は 、 維 持 さ れ た ま  
ま と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ７ ａ お よ び 図 ７ ｂ は 、 本 発 明 に よ る 器 具 １ ０ の さ ら な る 実 施 形 態 の 一 例 を 示 し て い る  
。 こ の 実 施 形 態 は 、 ワ イ ヤ 形 状 本 体 ４ ８ が 内 部 に 配 置 さ れ る か 、 ま た は 例 え ば 、 中 央 の ワ  
イ ヤ 形 状 セ ク シ ョ ン を 有 す る 長 手 方 向 切 欠 部 を 有 す る こ と が で き る へ ら 形 状 の 電 極 １ ３ を  
有 す る 。 図 １ か ら ５ に よ る 実 施 形 態 と は 異 な り 、 チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 図 １ か ら ５ に よ る 典 型  
的 な 実 施 形 態 の よ う に 電 極 １ ３ の 幅 広 い 上 側 ２ ２ ａ に 隣 接 す る の で は な く 、 電 極 １ ３ の 狭  
い 横 方 向 表 面 ２ ３ ａ に 隣 接 し て 絶 縁 体 １ ６ 内 に 配 置 さ れ る 。 チ ャ ネ ル ３ ５ の 端 部 セ ク シ ョ  
ン ３ ９ は 、 図 示 と は 異 な る が 、 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ ま た は 電 極 １ ３ の 長 手 方 向 の 広 が り  
方 向 に 対 し て 角 度 α で 配 置 す る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 角 度 は 遠 位 方 向 に 開 く 。 図 示 す  
る 典 型 的 な 実 施 形 態 で は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ の 端 部 セ ク シ ョ ン ３ ９ は 、 電 極 １ ３ の 長 手 方 向 の  
広 が り 方 向 ま た は 遠 位 端 セ ク シ ョ ン ２ １ の 長 手 方 向 の 広 が り 方 向 そ れ ぞ れ に 平 行 に 延 び る  
。 電 極 １ ３ は 、 １ つ ま た は 両 方 の 横 方 向 表 面 ２ ３ ａ 、 ｂ 上 に フ ッ ク 切 欠 部 ６ ０ を 有 す る こ  
と が で き る 。 絶 縁 体 １ ６ の フ ッ ク 切 欠 部 ６ ２ の 内 側 の 、 絶 縁 体 １ ６ に よ っ て 覆 わ れ て い な  
い 電 極 １ ３ の 領 域 ６ １ は 、 ガ ス 、 エ ア ロ ゾ ル 、 ま た は 液 体 ジ ェ ッ ト が 衝 突 し 、 こ れ を 洗 浄  
す る こ と が で き る 。 代 替 的 ま た は 追 加 的 に 、 チ ャ ネ ル ３ ５ か ら の ジ ェ ッ ト は 、 フ ッ ク 形 状  
の 切 欠 部 ６ ０ 、 ６ ２ 内 で 治 療 さ れ る 組 織 に 、 事 前 に ま た は 同 時 に 施 与 さ れ 得 る 。 代 替 的 ま  
た は 追 加 的 に 、 電 極 ３ ８ の 遠 位 端 と 接 触 し て い る 組 織 に ガ ス 、 エ ア ロ ゾ ル ま た は 液 体 ジ ェ  
ッ ト を 施 与 す る こ と に よ り 、 変 位 効 果 （ 変 形 ） を 生 み 出 す こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 結 果 と  
し て 、 個 々 の 構 造 を 互 い に 対 し て よ り 明 確 に 限 定 す る こ と が で き る 。 絶 縁 体 １ ６ 内 に は 、  
排 出 チ ャ ネ ル ６ ３ が 配 置 さ れ 得 る 。 ガ ス 、 液 体 、 エ ア ロ ゾ ル ジ ェ ッ ト を 組 織 に も し く は 組  
織 内 に 、 ま た は 組 織 構 造 間 で 分 配 す る た め の チ ャ ネ ル ３ ５ と 同 様 に 、 絶 縁 体 １ ６ は こ こ で  
も 、 排 出 チ ャ ネ ル ６ ３ の チ ャ ネ ル 壁 を 形 成 す る こ と が で き る 。 電 極 １ ３ は 、 絶 縁 体 １ ６ を  
超 え て 横 方 向 に 突 出 し て お り 、 そ れ に よ り 、 器 具 １ ０ の セ ク シ ョ ン の 幅 ６ ４ は 、 電 極 １ ３  
お よ び 絶 縁 体 １ ６ に よ っ て 、 チ ャ ネ ル ３ ５ の 出 口 ３ ７ と 、 器 具 １ ０ の 遠 位 端 と の 間 に 規 定  
さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ８ ａ お よ び ８ ｂ は 、 チ ャ ネ ル ３ ５ が 電 極 １ ３ 内 に 形 成 さ れ る 実 施 形 態 の 例 を 示 す 。 電  
極 １ ３ 内 に 組 み 込 ま れ た チ ャ ネ ル ３ ５ は 、 器 具 １ ０ の 遠 位 端 上 に 出 口 ３ ７ を 有 す る こ と が  
で き る 。 電 極 １ ３ は 、 絶 縁 体 １ ６ （ 図 ８ ａ ） を 越 え て 遠 位 お よ び 横 方 向 に 突 出 せ ず に 、 絶  
縁 体 １ ６ で 終 わ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 横 方 向 表 面 セ ク シ ョ ン ６ ３ の み 、 絶 縁 体 １ ６  
に よ っ て 覆 わ れ な い よ う に な る 。 別 の 場 合 、 電 極 １ ３ 、 例 え ば 、 電 極 １ ３ は 、 絶 縁 体 １ ６  
を 越 え て 遠 位 に 突 出 せ ず 、 電 極 １ ３ の 上 側 ２ ２ ａ お よ び ／ ま た は 下 側 ２ ２ ｂ の 横 方 向 セ ク  
シ ョ ン ６ ４ の み 、 図 示 す る よ う に 、 絶 縁 体 １ ６ に よ っ て 覆 わ れ な い 。 さ ら に 、 図 示 す る 典  
型 的 な 実 施 形 態 は 、 図 ８ ａ で は 、 器 具 １ ０ の １ つ の 横 方 向 表 面 ２ ３ ａ の み が 、 電 極 １ ３ の  
絶 縁 体 １ ６ 内 の 凹 部 ６ ０ 、 ６ ２ を 通 る フ ッ ク を 有 し 、 図 ８ ｂ で は 、 両 方 の 横 方 向 表 面 ２ ３  
ａ 、 ｂ が フ ッ ク を 有 す る 点 で 異 な る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ８ ｃ に よ る 例 は 、 特 に 、 絶 縁 体 １ ６ の フ ッ ク 凹 部 ６ ２ 内 の 電 極 １ ３ が 、 絶 縁 体 １ ６ の  
隣 接 す る 輪 郭 を 越 え て 遠 位 方 向 に 、 ま た 横 方 向 に も 突 出 す る と い う 点 で 、 図 ８ ａ に よ る 例  
と は 異 な る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 絶 縁 体 は 、 凝 固 領 域 を 形 成 す る た め に 、 凝 固 の た め に 電 極 の 二 次 元 セ ク シ ョ ン が そ こ を  
通 っ て 露 出 す る こ と が で き る 凹 部 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る こ と が で き る 。 露 出 の 代 替 策 と し  
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て 、 凝 固 領 域 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 す る こ と が で き 、 こ こ で は 、 絶 縁 体 の セ ク シ ョ ン は 、 多  
孔 性 を 示 す こ と が で き 、 こ の 多 孔 性 は 、 こ の セ ク シ ョ ン 内 の 絶 縁 体 が 電 極 を 絶 縁 せ ず 、 そ  
れ に よ っ て こ の セ ク シ ョ ン を 通 る 組 織 の 凝 固 の た め の 組 織 へ の 電 気 出 力 の 印 加 を 可 能 に す  
る よ う に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 絶 縁 体 １ ６ に よ っ て 部 分 的 に 絶 縁 さ れ た 電 極 １ ３ を 備 え た Ｈ Ｆ 器 具 を 備 え る 準 備 器 具 １  
０ （ ハ イ ブ リ ッ ド 器 具 ） で あ っ て 、 流 体 を 組 織 に ま た は 組 織 内 に 施 与 す る た め に 絶 縁 体 １  
６ 内 に 配 置 さ れ た チ ャ ネ ル ３ ５ を 有 す る 流 体 ア プ リ ケ ー タ と 組 み 合 わ さ れ る 、 準 備 器 具 が  
、 開 示 さ れ る 。 準 備 器 具 １ ０ の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 電 極 １ ３ は 、 電 極 １ ３ の 表 面  
の セ ク シ ョ ン ２ ４ 、 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ 、 ６ ３ 、 ６ ４ を 覆 わ な い 絶 縁 体 １ ６ に 挿 入 さ れ る へ ら  
型 電 極 で あ り 、 そ れ に よ り 、 こ れ ら の セ ク シ ョ ン ２ ４ 、 ２ ５ ａ 、 ２ ５ ｂ 、 ６ ３ 、 ６ ４ は 、  
組 織 と 接 触 す る こ と が で き る 。 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 体 １ ０ は 、 好 ま し く は 、  
チ ャ ネ ル ３ ５ の 境 界 を 定 め る チ ャ ネ ル 壁 を 形 成 す る 。 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 絶 縁 体  
１ ６ お よ び 電 極 １ ３ は 、 絶 縁 体 １ ６ お よ び 電 極 １ ３ の 形 態 を 共 に 外 科 的 タ ス ク に 適 合 さ せ  
る た め に 可 撓 性 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 １ ０   準 備 器 具 ／ 器 具
　 １ ２   電 極 ア セ ン ブ リ
　 １ ３   電 極
　 １ ４   電 極 シ ャ フ ト
　 １ ６   絶 縁 体
　 １ ７   作 業 先 端 部
　 ２ ０   電 極 の 縁 領 域
　 ２ １   端 部 セ ク シ ョ ン
　 ２ ２ ａ   上 側
　 ２ ２ ｂ   下 側
　 ２ ３ ａ 、 ｂ   横 方 向 表 面
　 ２ ４   端 面
　 ２ ５ ａ 、 ｂ   セ ク シ ョ ン
　 ２ ８   電 極 の 近 位 端
　 ２ ９   表 面 セ ク シ ョ ン
　 ３ ２   絶 縁 体 の 幅
　 ３ ３   電 極 の 幅
　 ３ ５   チ ャ ネ ル
　 ３ ６   遠 位 端
　 ３ ７   チ ャ ネ ル の 出 口
　 ３ ８   電 極 の 遠 位 端
　 ３ ９   チ ャ ネ ル ／ ノ ズ ル セ ク シ ョ ン の 端 部 セ ク シ ョ ン
　 ４ ０   チ ャ ネ ル の 近 位 隣 接 端
　 ４ １   電 極 の 長 手 方 向 軸
　 ４ ４   器 具 の セ ク シ ョ ン
　 ４ ８   ワ イ ヤ 形 状 本 体
　 ５ ０   ワ イ ヤ 形 状 本 体 ／ セ ク シ ョ ン の 遠 位 端
　 ５ ２   凹 部
　 ５ ３ ａ 、 ｂ   長 手 方 向 セ ク シ ョ ン
　 ５ ５ ａ 、 ｂ   コ ー ナ
　 ５ ６   電 極 先 端 部
　 ６ ０   フ ッ ク 切 欠 部
　 ６ １   領 域
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　 ６ ２   フ ッ ク 切 欠 部
　 ６ ３   横 方 向 表 面 セ ク シ ョ ン
　 ６ ４   セ ク シ ョ ン
　 α   角 度
　 Ｒ Ｄ   遠 位 方 向
　 Ｌ   長 さ
　 Ｂ   幅
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ ａ 】



10

20

30

40

50

JP 7307641 B2 2023.7.12(18)

【 図 ６ ｂ 】 【 図 ７ ａ 】

【 図 ７ ｂ 】 【 図 ８ ａ 】

【 図 ８ ｂ 】 【 図 ８ ｃ 】
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